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東京農工大発ベンチャーの有機米デザイン（東京都小金井市）は、秋田県にかほ市にテクニカルセンターを開いた。水田の雑草を抑える自走式ロボット「アイガモロボ」の研究開発を担う4人が勤務し、棚田などでも利用できるよう研究する。


1日開いた誘致認定式であいさつする有機米デザインの山中大介社長（秋田県にかほ市）
アイガモロボは除草剤を使えない有機米の栽培を対象に、太陽光発電を動力源に自走し除草作業を省力化する。水をかき混ぜ泥を巻き上げることで水中に届く日光を遮り、雑草の発芽や成長を抑える。平地であれば1台で30〜70アールの面積をカバーできる。


アイガモロボは水田の雑草を抑える自走ロボット（22年5月、にかほ市）
コメの有機栽培は単位面積の粗収益が一般的な栽培の約2倍になる一方、除草時間が約5倍になるなど労働時間が増すという。アイガモロボの価格は約50万円。2023年の栽培用に販売する500台は完売した。24年以降の量産化を目指す。

有機米デザインはまちづくり会社ヤマガタデザイン（山形県鶴岡市）のグループ企業。有機米デザインのテクニカルセンターは市象潟新産業支援センター「しまのま」に入居した。事務所のほか、シェアオフィスなどのスペースもあり、市まちづくり法人のロンドが指定管理者として運営する。


にかほ市象潟新産業支援センター「しまのま」





